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研究成果の概要（和文）：本研究では、フィリピン人移民研究の視点から、京都市・東九条地域において、日本
人・在日コリアン・フィリピン人の「複数エスニシティ・ナショナリティ関係」が構築される次の過程に注目し
た。１、多文化交流サロンに集まるフィリピン人たちの同施設内での活動と地域の人びとと関係する過程、２、
東九条マダンの活動に注目し、日本人、在日コリアンの関係にフィリピン人たちがかかわる過程、３、E9シアタ
ーや、東九条若手演劇活動家、コミュニティカフェにおいて関係が構築される過程である。この複数エスニシテ
ィ・ナショナリティ関係はより動態的に変化し続ける過程に入っている。

研究成果の概要（英文）：On the perspective of Filipino immigration studies, This study focuses on 
the following process of constructing "multi ethnicity-nationality relationship" among Japanese, 
Zainichi Koreans, and Filipinos, in the Higashi Kujyo area, Kyoto City. Three processes were 
examined: 1) the process of Filipinos gathering at the multicultural exchange salon and their 
activities in the facility and their relationship with local people; 2) the process of Filipinos 
engaging in the relationship between Japanese and Zainichi Koreans in focusing on the activities of 
Higashi Kujyo Madang; 3) the process of building relationships at E9 Theater, Young Theater 
Activists, and a community cafe. This multi ethnicity-nationality relationship has been entering a 
more dynamic and ever-changing process.

研究分野： 文化人類学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
これらの動向に注目することは、日本国内における、日本人と複数の出自の海外移住者が関係を形成する研究へ
の大きな貢献となる。今後は、海外のフィリピン人移住者研究、在外コリアン研究にも発信し、フィリピン人移
民、在外コリアンそれぞれが同胞以外の人びとと関係する過程に注目するという視点を導入する。さらに、移民
研究という視点からみたとき、特定の民族・国籍の移民集団に焦点を当てるという従来型の研究方法ではみえな
かった複数エスニシティ・ナショナリティ関係への動態に注目するという新たな展望を構築することになる。こ
のような関係の拡大は進んでおり、今後も目が離せない動向である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

移民に注目する文化人類学および社会学による研究が「トランスナショナリズム

（Transnationalism）」の視点を採用して以降、移民が出身地から移動した移住先の社会に適応・

同化することを前提とする移民研究の分析枠組みは大きく変貌した。移民が本国の家族や友人

と地域的な距離を越えて関係を継続するだけではなく、世界に散在する同じ出自をもつ民族や

国民が関係し、複数の移住先間が世界的に結ばれるネットワークが明らかになりつつある。しか

し、「トランスナショナリズム」は、移民が出身先と関係を継続し、帰属意識を持ち続けること、

帰属意識を基盤とする移民の世界ネットワークの存在を過度に強調するという弱点を備えてい

る。これは、従来の研究に多くみられる同じ移住先に住む同じ出自の移住者同士が関係を形成す

ることや、エスニック空間を構築する側面を強調した応用にすぎないという解釈もできる（ベル 

2016）。だが、移民は、既存の視点だけでも、「トランスナショナリズム」視点でもとらえられ

ない、状況に応じて、移住先社会の人びとや他の出自をもつ移民たちと協働すること、他国出身

の移民たちが作り出した資源を活用する生活を実践している（河上 2014）。 

これまで、研究代表者は、1980 年代から現在にかけて、移動する年代や経緯が異なるさまざ

まなフィリピン人たちが来日し、定住する過程を受け入れる日本と送り出すフィリピンから考

察してきた。移住後、フィリピン人たちは、出身先の家族や友人と関係を継続するとともに、カ

トリック教会に同胞の自助グループを形成し、関係を構築した。さらに、日本人の夫や支援者な

ど、状況に応じて、日本人と関係する実践を展開してきた。そして、現在、全国各地の外国人支

援 NGO やカトリック教会において、日本人、フィリピン人を含む多様な出自を持つ海外移住者た

ちが互いに関係を形成しつつある。在日コリアンの集住地域でもある京都市・東九条地域にある

京都市地域多文化交流ネットワークサロン（以下、多文化交流サロン）では、2012 年頃から、研

究代表者がフィールドワークで長年関係してきたカトリック教会を基盤に活動するフィリピン

人自助グループが活動をはじめ、地域の日本人、在日コリアンと交流を開始している。多文化交

流サロンは、長年、地域の社会問題に取り組んできたカトリック系の社会福祉法人・希望の家に

よって委託運営されている。そして、現在、カトリック信徒が大多数を占めるフィリピン人たち

が多文化交流サロンに集まるだけではなく、ここで活動するフィリピン人たちの一部が地域に

住む在日コリアンと日本人が協働する民衆の祭りである「東九条マダン」などに参加し、関係を

さらに拡大しようとしてきた。 

 

２．研究の目的 

本研究は、移民が出身先の家族や友人と関係を継続することや、出自の国家・民族を基盤とし

て関係する側面だけでなく、移住先において、状況に応じて、移住先社会のマジョリティや他の

移民と関係を構築することを明らかにする。研究代表者は京都市・東九条地域において日本人、

在日コリアン、さらにフィリピン人移住者が関係を構築する過程を焦点とする。これらの動向に

注目することは、日本国内における、日本人と複数の出自の海外移住者が関係を形成する研究の

第一歩となる。また、海外のフィリピン人移住者研究、在外コリアン研究にも発信し、フィリピ

ン人移民、在外コリアンそれぞれが同胞以外の人びとと関係する過程に注目するという新しい

視点を導入する。 

 
 



 

３．研究の方法 

本研究では、京都市・東九条地域にある多文化交流サロンで活動するフィリピン人グループや

集まる個人たちを中心の対象としつつ、フィールドワークと参与観察、社会関係構築過程を理解

するためのインタビュー調査を実施する。また、「東九条マダン」、東九条地域にある芸術活動、

コミュニティカフェ運営、メディア運営など、日本人、在日コリアン、フィリピン人が協働で行

う活動も調査の視野に入れ、複数エスニシティ・ナショナリティ関係が構築される場を民族誌学

的フィールドワークにより、分析する。 

 

４．研究成果 

本研究では、京都市・東九条地域において日本人、在日コリアン、さらにフィリピン人移住者

が関係を構築する過程を焦点としてきた。そして、現在でも当該地域では、「複数エスニシティ・

ナショナリティ」の変容の動きが続いている。これらの動向に注目することは、日本国内におけ

る、日本人と複数の出自の海外移住者が関係を形成する研究への大きな貢献となる。今後は、海

外のフィリピン人移住者研究、在外コリアン研究がそれぞれの同胞以外の人びとと関係する過

程を考察するという視点を導入する。 

 

本研究は、京都市・東九条地域を集住地域とする在日コリアン、日本人、フィリピン人移住者

の関係に焦点を当て次の 3 つの過程を明らかにしてきた。 

 

(1)多文化交流サロンに集まるフィリピン人たちの同施設内での活動と地域の人びとと関係する 

(2)東九条マダンの活動に注目し、日本人、在日コリアンの関係にフィリピン人たちがかかわる 

(3)E9 シアターや、東九条若手演劇活動家、コミュニティカフェにおいて、この３つのエスニシ

ティ集団が交わる過程 

 

京都市・東九条地域内は被差別部落の流れをもつ多くの人びとと在日コリアンの混住地域で

ある。この地域は、かつては、劣悪な住環境問題、現在では、住民の高齢化と継続される貧困な

どの社会問題を抱えている。そのため、多くの社会運動が問題を解決しようと展開している。こ

れまでの研究では、この地域のさまざまな異なる利害を持ったいくつかの住民組織が複雑な関

係を抱えながらも行政に住環境改善や地域開発などを要求する過程を明らかにされてきた。さ

らに、地域では、朝鮮半島の民衆芸能マダン劇を在日コリアンの社会に持ち込んだ祭りである

「東九条マダン」が 20 年以上続いている。他の在日コリアンが集住する地域においても「ハン

マダン」が行われている。しかし、「東九条マダン」の特徴は在日コリアンだけではなく、他地

域の「ハンマダン」では演奏者や役者として参加することができない日本人住民もそれらの役割

を担うことができる。つまり、在日コリアンだけではない、民衆全体がつながりあう「祭り」な

のである。そして、この地域を拠点に活動しているカトリック系の社会福祉法人・希望の家では、

長年、地域に住む在日コリアンや日本人住民たちへの生活改善や就学支援を行ってきた。また在

日コリアン 1 世への聞き取り調査によるオーラル・ヒストリーの作成なども実施している。そ

して、職員が実行委員会に参加することや、練習スペースを提供するなど「東九条マダン」とも

深く関係している。 

 

現在、複数のフィリピン人グループが、希望の家が運営する多文化交流サロンで活動している。



活動するフィリピン人たちの中には東九条地域以外に住む人びともいる。ここで活動するフィ

リピン人たちは、多文化交流サロンが主催する外国人住民理解のためのセミナーや、外国人向け

の新規来日児童生徒のための教育に関するワークショップなどに通訳補助などで運営に関わっ

ている。また、活動に参加する地域に住むフィリピン人の中には、京都市内の新規来日児童生徒

のための母語指導員などで活躍する人や、英語講師として活動する人もいる。そして、この様な

フィリピン人たちの一部が、2015 年後半から「東九条マダン」の活動に参加し始めている。ま

た、2019 年以降、多文化交流サロン周辺には、E9 シアターが開設されるなど、東九条マダンで

活躍した若手演劇活動家が活発に活動している。さらに、コミュニティカフェほっこりなどこれ

までになかった「居場所」や「出会う機会」において、３つのエスニシティ集団が交流を活発に

するが増加している。そして、この動きは、コロナ 19 拡大感染以降もオンライン活動などを通

じてより活発になりつつある。 

特に 2022 年以降は、2019 年以降に活発化しつつあるコミュニティカフェほっこりが媒介的

な拠点となり、３つのエスニシティ集団（日本人、在日コリアン、フィリピン人）が交流を活発

にする「居場所」になりつつあることに焦点を当ててきた。そこでの複数エスニシティ・ナショ

ナリティ「関係」は静態的なものからより動態的な「駆動域」となり、変化し続ける過程に入っ

ている。例えば、カフェにインドネシア人スタッフがかかわったことで、３つのエスニシティ集

団の交わりはより複数なものに変貌しつつある。複数エスニシティ・ナショナリティ関係の拡大

はさらに進んでおり、今後も目が離せない動向であり、継続した考察が必要である。 
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